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研究成果の概要： 

賃金労働でのストレスに関して複数の側面から調査できる NIOSH 職業性ストレス調査票
に基づき、家事労働上の調査票 NIOSH-HK を作成し、その信頼性の確認のため予備調査
を実施した。また NIOSH 職業性ストレス調査票と NIOSH-HK の二つを使用し、健常者
うつ病に罹患した女性患者の二群に対して、家事労働・賃金労働上のストレス調査を実施
した。それらからうつ病の女性が賃金労働・家事労働上で抱えるストレス要因について解
明し、それらの特徴とうつ病との関連性について解析を実施した。 
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１．研究の背景 

現在、精神科リハビリテーションの分野に

おいては、うつ病により賃金労働を休職し

た男性に対する復職支援が多く行われてい

る 1)2)3)4)。一方で女性に特化した支援はほ

とんど行われていない 5)。しかし女性のう

つ病罹患率は男性の 2 倍であり、支援を必

要とする対象者は多い。加えて女性の労働

には家事労働という要素が含まれており 6)、

新たな支援方法の開発が必要であると考え

られる。また支援方法の開発には介入の標

的となる対象者の抱える問題点、すなわち

労働上のストレス要因の解明が必要である。

家事労働の領域では複数の先行研究が実施

されている 7-10)が、その数は賃金労働と比

較すると圧倒的に少なく、いくつかの問題

点を有している。 

２．研究の目的 

そこで本研究は、それらを踏まえ、3 つの

視点から調査を実施する。 

 一点目として、労働の持つストレス要因

に着眼して、賃金労働・家事労働を全体か

ら捉えられるような評価表を作成し、信頼

性を確認する（以下研究１）。また二点目と

して、その調査表を用いて調査を実施し、

うつ病女性の労働上のストレス要因特徴を、

健常者と比較することで明らかにする（以

下研究２）。三点目として賃金労働及び家事

労働におけるストレス要因の中からうつ病

に影響を及ぼすと考えられる要因について

検討を行う（以下研究３）。 

 

３・４ 研究の方法・成果 
【研究１】 
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労働の総合的なストレス調査票である

NIOSH 職業性ストレス調査票 11－12）をベ

ースとし、その中で家事労働と賃金労働、

同一の視点を持って比較検討できる尺度

部分を抽出し、家事労働版 NIOSH 調査票

（NIOSH-HK）（70 項目）を作成した。ま

たその信頼性の調査として、30 名の健常女

性に設問の適切性と NIOSH 職業性ストレ

ス調査票との観点の一致について調査を

実施した。その結果 2 割以上の対象者が不

適切、観点の不一致を答えた設問について

は削除した。 

結果：5 項目が内容の適切性を確保できず、

6 項目が観点の一致性を確保できなかった。

11 項目を除いた 59 項目を家事労働版

NIOSH 調査票として研究 2 以降で使用し

た。 

【研究 2】 

方法：就労しているうつ病女性 58 名・健

常女性 58 名に対して、NIOSH 職業性スト

レス調査票、NIOSH-HK を実施した。 

また就労していないうつ病女性 38 名・健

常女性 38 名に対して NIOSH-HK を実施

した。各対象者に取り込み基準、除外基準

を設け、うつ病就労女性 45 名、健常就労

女性 45 名、うつ病非就労女性 35 名、健常

非就労女性 35 名を解析対象とした。 

解析：各調査票について①就労している対

象者については、賃金労働と家事労働の比

較、うつ病の有無での違いを二元配置分散

分析混合計画にて解析した。また②家事労

働のみについて、就労の有無での違い、う

つ病の有無での違いについて、二元配置分

散分析にて検討した。 

結果：①まず賃金労働と比較した場合、家

事労働におけるストレス要因特徴として、

労働の裁量権が大きい、量的な労働負荷に

対するストレスは賃金労働と同等である、

記憶や注意などの認知的要求は賃金労働よ

り少ない、得られる支援は賃金労働より少

ないという点が示唆された。 

また健常者とうつ病対象者との比較では、

賃金労働と家事労働の違いによるストレス

傾向は調査対象 7 尺度中 6 尺度にて健常者

とうつ病対象者で同傾向を示したが、賃金

労働における量的な負荷はうつ病対象者で

有意にストレスが高く、うつ病対象者の特

異的な点であると示唆された。またうつ病

の有無によるストレス度の違いは 7 尺度中

6 尺度にてうつ病対象者が有意にストレス

の高い結果となった。 

②次に、就労の有無における家事労働上の

ストレス要因の違いでは、就労の有無にか

かわらず、うつ病対象者で対人葛藤、裁量

権、社会的支援において高ストレス状況が

示された。またうつ病の有無にかかわらず、

就労している者で量的労働負荷、労働負荷

の変動において高ストレスが示唆された。

また健常就労者では技能の低活用のストレ

ス状況が有意に低いことが示唆された。 

【研究 3】 

方法：就労しているうつ病女性 30 名、健常

女性 30 名に対して、NIOSH 職業性ストレ

ス調査票、NIOSH-HK を実施した。 

解析：各調査票の計 14 尺度の得点とうつ病

の有無を、ロジスティック回帰分析にて解

析した。 

結果：賃金労働での「社会的支援」（オッズ

比 (OR)=0.25,95 ％ 信 頼 区 間

(CI)=0.10-0.63 ）、「 量 的 労 働 負 荷 」

(OR=1.15,(CI)=1.06-1.25)、家事労働での

「技能の低活用」(OR=1.46,CI=1.11-1.90)

の 3 項目がうつ病と関連を示した。 
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